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(57)【要約】
【課題】消費電力を低減することができる表示装置を得
る。
【解決手段】映像信号に基づいて画像を表示する液晶表
示部と、バックライトと、表示画面またはその表示画面
を区分してなる複数の部分表示領域のそれぞれにおける
映像信号のピークレベルと、表示画面上の参照位置と係
数データとを関連づけて構成されたデータマップから取
得した係数データとに基づいて、映像信号を補正すると
ともに、バックライトの輝度を設定する処理部とを備え
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号に基づいて画像を表示する液晶表示部と、
　バックライトと、
　表示画面またはその表示画面を区分してなる複数の部分表示領域のそれぞれにおける前
記映像信号のピークレベルと、表示画面上の参照位置と係数データとを関連づけて構成さ
れたデータマップから取得した前記係数データとに基づいて、前記映像信号を補正すると
ともに、前記バックライトの輝度を設定する処理部と
　を備えた表示装置。
【請求項２】
　前記ピークレベルは、各部分表示領域に表示すべき画像におけるピークレベルであり、
　前記処理部は、前記データマップを用いて、各部分表示領域において前記ピークレベル
が生じる表示画面上の位置を前記参照位置として、その参照位置に関連づけられた係数デ
ータを取得する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記バックライトは、各部分表示領域に対応する部分発光部を複数有し、
　前記処理部は、前記ピークレベルおよび前記係数データに基づいて、各部分表示領域に
係る前記映像信号を補正するとともに、対応する部分発光部の輝度を設定する
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記ピークレベルは、各部分表示領域に表示すべき画像におけるピークレベルであり、
　前記処理部は、前記データマップを用いて、各部分表示領域の表示画面上の位置を前記
参照位置として、その参照位置に関連づけられた係数データを取得する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記バックライトは、各部分表示領域に対応する部分発光部を複数有し、
　前記処理部は、前記ピークレベルおよび前記係数データに基づいて、各部分表示領域に
係る前記映像信号を補正するとともに、対応する部分発光部の輝度を設定する
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記ピークレベルは、表示画面に表示すべき画像におけるピークレベルであり、
　前記処理部は、前記データマップを用いて、前記ピークレベルが生じる表示画面上の位
置を前記参照位置として、その参照位置に関連づけられた係数データを取得する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記データマップは、前記係数データが互いに異なる複数の係数データ領域に区分され
ている
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記処理部は、前記参照位置が、前記複数の係数データ領域のうちの特定の係数データ
領域に属する場合には、その参照位置がその他の係数データ領域に属する場合に比べて、
前記バックライトの輝度を高く設定するとともに、前記液晶表示部の透過率を低くするよ
うに前記映像信号を補正する
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記特定の係数データ領域は、表示画面の中央付近に対応する領域に設定されている
　請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記映像信号に基づいて、表示すべき画像において所定画像を識別する画像識別部を備
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えた
　請求項８に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記特定の係数データ領域は、前記所定画像が識別された領域である
　請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記特定の係数データ領域は、表示画面の中央付近に対応する領域と、前記所定画像が
識別された領域とからなる
　請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記所定画像は顔画像である
　請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記所定画像は、表示画像において観察者の注目度の高い部分の画像である
　請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記特定の係数データ領域を含むデータマップを生成するデータマップ生成部を備えて
いる
　請求項８に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記表示装置は、複数の動作モードを有し、
　前記処理部は、動作モードに応じて、参照するデータマップを決定する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記処理部は、表示するコンテンツに応じて、参照するデータマップを決定する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１８】
　映像信号に基づいて画像を表示する液晶表示部と、
　バックライトと、
　表示画面またはその表示画面を区分してなる複数の部分表示領域のそれぞれにおける前
記映像信号のピークレベルと、そのピークレベルが生じる表示画面上の位置であるピーク
位置とに基づいて、前記映像信号を補正するとともに、前記バックライトの輝度を設定す
る処理部と
　を備えた表示装置。
【請求項１９】
　映像信号に基づいて画像を表示する液晶表示部と、
　複数の部分発光部を有するバックライトと、
　各部分発光部に対応する部分表示領域における前記映像信号のピークレベルと、その部
分表示領域の位置とに基づいて、前記映像信号を補正するとともに、前記部分発光部の輝
度を設定する処理部と
　を備えた表示装置。
【請求項２０】
　表示画面またはその表示画面を区分してなる複数の部分表示領域のそれぞれにおける前
記映像信号のピークレベルと、表示画面上の位置と係数データとを関連づけて構成された
データマップから取得した前記係数データとに基づいて、映像信号を補正するとともに、
前記バックライトの輝度を設定し、補正された映像信号に基づいて画像を表示する
　表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、液晶表示素子を有する表示装置、およびその表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置においては、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）から液晶表示装置などの薄型
表示装置への移行が進んでいる。特に液晶表示装置は、低消費電力が実現できることから
、薄型表示装置の主流になりつつなる。
【０００３】
　液晶表示装置については、さらなる消費電力の低減を目的としたいくつかの技術が提案
されている。例えば、特許文献１，２には、バックライトを複数の領域に分割し、映像信
号の輝度情報に応じて、その領域ごとにバックライトの発光輝度を独立して制御（部分駆
動）する表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－４２６５２号公報
【特許文献２】特開２０１０－１１３０９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、エコロジーが注目を集めており、液晶表示装置では、さらなる消費電力の低減が
望まれている。
【０００６】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、消費電力を低減すること
ができる表示装置および表示方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の第１の表示装置は、液晶表示部と、バックライトと、処理部とを備えている。
液晶表示部は、映像信号に基づいて画像を表示するものである。処理部は、表示画面また
はその表示画面を区分してなる複数の部分表示領域のそれぞれにおける映像信号のピーク
レベルと、表示画面上の参照位置と係数データとを関連づけて構成されたデータマップか
ら取得した係数データとに基づいて、映像信号を補正するとともに、バックライトの輝度
を設定するものである。
【０００８】
　本開示の第２の表示装置は、液晶表示部と、バックライトと、処理部とを備えている。
液晶表示部は、映像信号に基づいて画像を表示するものである。処理部は、表示画面また
はその表示画面を区分してなる複数の部分表示領域のそれぞれにおける映像信号のピーク
レベルと、そのピークレベルが生じる表示画面上の位置であるピーク位置とに基づいて、
映像信号を補正するとともに、バックライトの輝度を設定するものである。
【０００９】
　本開示の第３の表示装置は、液晶表示部と、バックライトと、処理部とを備えている。
液晶表示部は、映像信号に基づいて画像を表示するものである。バックライトは、複数の
部分発光部を有するものである。処理部は、各部分発光部に対応する部分表示領域におけ
る映像信号のピークレベルと、その部分表示領域の位置とに基づいて、映像信号を補正す
るとともに、部分発光部の輝度を設定するものである。
【００１０】
　本開示の表示方法は、表示画面またはその表示画面を区分してなる複数の部分表示領域
のそれぞれにおける映像信号のピークレベルと、表示画面上の位置と係数データとを関連
づけて構成されたデータマップから取得した係数データとに基づいて、映像信号を補正す
るとともに、バックライトの輝度を設定し、補正された映像信号に基づいて画像を表示す
るものである。
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【００１１】
　本開示の第１の表示装置および表示方法では、映像信号に基づいて、液晶表示部におい
て表示が行われる。その際、ピークレベルと、データマップから取得した係数データとに
基づいて、映像信号が補正されるとともに、バックライトの輝度が設定され、その補正さ
れた映像信号に基づいて表示が行われる。
【００１２】
　本開示の第２の表示装置では、映像信号に基づいて、液晶表示部において表示が行われ
る。その際、ピークレベルとピーク位置とに基づいて、映像信号が補正されるとともに、
バックライトの輝度が設定され、その補正された映像信号に基づいて表示が行われる。
【００１３】
　本開示の第３の表示装置では、映像信号に基づいて、液晶表示部において表示が行われ
る。その際、ピークレベルと部分表示領域の位置とに基づいて、映像信号が補正されると
ともに、その部分表示領域に対応する部分発光部の輝度が設定され、その補正された映像
信号に基づいて表示が行われる。
【発明の効果】
【００１４】
　本開示の第１の表示装置および表示方法によれば、ピークレベル、およびデータマップ
から取得した係数データに基づいて、映像信号を補正するとともに、バックライトの輝度
を設定したので、消費電力を低減することができる。
【００１５】
　本開示の第２の表示装置によれば、ピークレベルおよびピーク位置に基づいて、映像信
号を補正するとともに、バックライトの輝度を設定したので、消費電力を低減することが
できる。
【００１６】
　本開示の第３の表示装置によれば、ピークレベルおよび部分表示領域の位置に基づいて
、映像信号を補正するとともに、部分発光部の輝度を設定したので、消費電力を低減する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本開示の第１の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２】図１に示した表示駆動部および液晶表示部の一構成例を表すブロック図である。
【図３】図１に示した液晶表示部の一構成例を表す回路図である。
【図４】図１に示したバックライトの一構成例を表す説明図である。
【図５】図１に示した表示画面を表す説明図である。
【図６】図１に示した補正データマップの一例を表す説明図である。
【図７】図１に示した信号処理部の一動作例を表すフローチャートである。
【図８】図１に示したピークレベル検出部の一動作例を表す模式図である。
【図９】図１に示したピークレベル補正部の一動作例を表す模式図である。
【図１０】第１の実施の形態の変形例に係るピークレベル補正部の一動作例を表す模式図
である。
【図１１】第１の実施の形態の他の変形例に係るバックライトの一構成例を表す説明図で
ある。
【図１２】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示画面を表す説明図である。
【図１３】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示画面を表す説明図である。
【図１４】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図で
ある。
【図１５】第２の実施の形態に係る表示画面および補正データマップの一例を表す説明図
である。
【図１６】第３の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１７】図１６に示した補正データマップの一例を表す説明図である。
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【図１８】変形例に係る補正データマップの一例を表す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．第１の実施の形態
２．第２の実施の形態
３．第３の実施の形態
【００１９】
＜１．第１の実施の形態＞
［構成例］
（全体構成例）
　図１は、第１の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すものである。表示装置１は
、バックライトを有する透過型の液晶表示装置である。なお、本開示の実施の形態に係る
表示方法は、本実施の形態により具現化されるので、併せて説明する。
【００２０】
　表示装置１は、信号処理部１０と、表示駆動部２０と、液晶表示部３０と、バックライ
ト駆動部９と、バックライト４０とを備えている。
【００２１】
　信号処理部１０は、映像信号Ｓdispに基づいて、映像信号Ｓdisp2を生成するとともに
、バックライト４０の輝度を設定するものである。詳細については後述する。
【００２２】
　表示駆動部２０は、信号処理部１０から供給される映像信号Ｓdisp2に基づいて、液晶
表示部３０を駆動するものである。液晶表示部３０は、液晶表示素子により構成された表
示部であり、バックライト４０から射出した光を変調することにより表示を行うようにな
っている。
【００２３】
　図２は、表示駆動部２０および液晶表示部３０のブロック図の一例を表すものである。
　表示駆動部２０は、タイミング制御部２１と、ゲートドライバ２２と、データドライバ
２３とを備えている。タイミング制御部２１は、ゲートドライバ２２およびデータドライ
バ２３の駆動タイミングを制御するとともに、制御部１１から供給された映像信号Ｓdisp
2を映像信号Ｓdisp3としてデータドライバ２３へ供給するものである。ゲートドライバ２
２は、タイミング制御部２１によるタイミング制御に従って、液晶表示部３０内の画素Ｐ
ixを行ごとに順次選択して、線順次走査するものである。データドライバ２３は、液晶表
示部３０の各画素Ｐixへ、映像信号Ｓdisp3に基づく画素信号を供給するものである。具
体的には、データドライバ２３は、映像信号Ｓdisp3に基づいてＤ／Ａ（デジタル／アナ
ログ）変換を行うことにより、アナログ信号である画素信号を生成し、各画素Ｐixへ供給
するようになっている。
【００２４】
　液晶表示部３０は、例えばガラスなどから構成される２枚の透明基板の間に液晶材料を
封入したものである。これらの透明基板の液晶材料に面した部分には、例えばＩＴＯ（In
dium Tin Oxide）などから構成される透明電極が形成され、液晶材料とともに画素Ｐixを
構成している。
【００２５】
　図３は、液晶表示部３０の回路図の一例を表すものである。液晶表示部３０は、マトリ
ックス状に配列した複数の画素Ｐixを有している。各画素Ｐixは、３つ（赤色、緑色、青
色）のサブ画素ＳＰixにより構成される。サブ画素ＳＰixは、ＴＦＴ素子Ｔｒおよび液晶
素子ＬＣを有している。ＴＦＴ素子Ｔｒは、薄膜トランジスタにより構成されるものであ
り、この例では、ｎチャネルのＭＯＳ（Metal Oxide Semiconductor）型のＴＦＴで構成
されている。ＴＦＴ素子Ｔｒのソースはデータ線ＳＧＬに接続され、ゲートはゲート線Ｇ
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ＣＬに接続され、ドレインは液晶素子ＬＣの一端に接続されている。液晶素子ＬＣは、一
端がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端は接地されている。ゲート線ＧＣＬはゲ
ートドライバ２２に接続され、データ線ＳＧＬはデータドライバ２３に接続されている。
【００２６】
　バックライト４０は、バックライト駆動部１４から供給される駆動信号に基づいて発光
し、液晶表示部３０に対してその光を射出するものである。
【００２７】
　図４は、バックライト４０の一構成例を表すものである。バックライト４０は、いわゆ
る直下型方式のバックライトであり、マトリックス状に配列した複数の部分発光部４１を
有している。部分発光部４１は、この例では、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）を用いて
構成されている。なお、これに限定されるものではなく、例えばＣＣＦＬ（Cold Cathode
 Fluorescent Lamp）により構成してもよい。部分発光部４１は、それぞれ設定された輝
度で、独立して発光することができる。部分発光部４１から射出した光は、主に液晶表示
部３０における対応する領域（後述する部分表示領域３１）を透過して、表示装置１から
射出するようになっている。
【００２８】
（信号処理部１０）
　次に、信号処理部１０について、詳細に説明する。
【００２９】
　信号処理部１０は、ピークレベル検出部１１と、ピークレベル補正部１２と、信号補正
部１３と、輝度設定部１４とを備えている。
【００３０】
　ピークレベル検出部１１は、映像信号Ｓdispにおいて、サブ画素ＳＰixごとの信号レベ
ルのうちの最も高い輝度を示すピークレベルＰＬを検出するものである。
【００３１】
　図５は、表示装置１の表示画面Ｓを模式的に表すものである。表示画面Ｓは、マトリッ
クス状に配列した部分表示領域３１に区分されている。部分表示領域３１は、バックライ
ト４０の部分発光部４１に対応するものである。すなわち、部分発光部４１のそれぞれか
ら射出した光は、対応する部分表示領域３１を透過するようになっている。また、部分表
示領域３１は、複数（この例では２つ）の単位領域３２に区分されている。
【００３２】
　ピークレベル検出部１１は、部分表示領域３１ごとに、映像信号Ｓdispのピークレベル
ＰＬを検出する。このピークレベルＰＬは、最小信号レベルを“０”とし、最大信号レベ
ルを“１”として規格化されたものである。ここで、最小信号レベルは、液晶素子ＬＣに
おける光透過率が最小になる映像信号Ｓdispの信号レベル（いわゆる黒レベル）であり、
最大信号レベルは、液晶素子ＬＣにおける光透過率が最大になる映像信号Ｓdispの信号レ
ベル（いわゆる白レベル）である。そして、ピークレベル検出部１１は、部分表示領域３
１ごとに、その部分表示領域３１に属する２つの単位領域３２のうちの、ピークレベルＰ
Ｌが検出された単位領域３２の位置（ピーク位置ＰＰ）を、検出したピークレベルＰＬと
ともに、ピークレベル補正部１２に供給するようになっている。
【００３３】
　ピークレベル補正部１２は、ピークレベル検出部１１から供給されたピークレベルＰＬ
およびピーク位置ＰＰに基づいて、ピークレベルＰＬを補正し、ピークレベルＰＬ２を生
成するものである。ピークレベル補正部１２は、図１に示したように、補正データマップ
ＭＡＰを有しており、この補正データマップＭＡＰを用いて、ピークレベルＰＬを補正す
るようになっている。
【００３４】
　図６は、補正データマップＭＡＰの一例を表すものである。補正データマップＭＡＰは
、表示画面Ｓにおける補正データＤＴのマップを表すものである。この補正データＤＴは
、単位領域３２ごとに設定されている。
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【００３５】
　この例では、補正データマップＭＡＰには、補正データＤＴの値が互いに異なる３つの
領域ＲＡ～ＲＣが設定されている。領域ＲＡは、表示画面Ｓの中央付近に設定され、領域
ＲＢは、その領域ＲＡを取り囲むように設定され、領域ＲＣは、その領域ＲＢの外側に設
定されている。補正データＤＴは、領域ＲＡでは“１．０”に設定され、領域ＲＢでは“
０．９”に設定され、領域ＲＣでは“０．８”に設定されている。
【００３６】
　ピークレベル補正部１２は、ピークレベル検出部１１から供給された、部分表示領域３
１ごとのピークレベルＰＬおよびピーク位置ＰＰに基づいて、この補正データマップＭＡ
Ｐを用いて、ピークレベルＰＬを補正する。具体的には、後述するように、ピークレベル
補正部１２は、まず、補正データマップＭＡＰを用いて、そのピーク位置ＰＰが示す単位
領域３２における補正データＤＴを取得する。そして、ピークレベル補正部１２は、この
補正データＤＴと、その単位領域３２を含む部分表示領域３１におけるピークレベルＰＬ
と掛け合わせることにより、ピークレベルＰＬを補正して、ピークレベルＰＬ２を生成す
る。そして、ピークレベル補正部１２は、ピークレベルＰＬ２に基づいて、関数Ｆ１によ
り、ゲイン係数Ｇ１を求め、信号補正部１３に対して供給する。ここで、関数Ｆ１は、ピ
ークレベルＰＬ２が小さいほど、ゲイン係数Ｇ１が大きくなるような関数である。同様に
、ピークレベル補正部１２は、ピークレベルＰＬ２に基づいて、関数Ｆ２により、輝度係
数Ｇ２を求める。ここで、関数Ｆ２は、ピークレベルＰＬ２が大きいほど、輝度係数Ｇ２
が大きくなるような関数である。なお、この例では、関数Ｆ１，Ｆ２を用いたが、これに
限定されるものではなく、これに代えて、例えばＬＵＴ（Look Up Table）を用いるよう
にしてもよい。
【００３７】
　信号補正部１３は、各部分表示領域３１のゲイン係数Ｇ１に基づいて、部分表示領域３
１ごとに、映像信号Ｓdispの信号レベルを補正し、映像信号Ｓdisp2として出力するもの
である。具体的には、信号補正部１３は、後述するように、部分表示領域３１ごとに、映
像信号Ｓdispの信号レベルに対してゲイン係数Ｇ１を乗算することにより補正を行うよう
になっている。
【００３８】
　輝度設定部１４は、各部分表示領域３１の輝度係数Ｇ２に基づいて、バックライト４０
の部分発光部４１のそれぞれの輝度を設定するものである。具体的には、輝度設定部１４
は、後述するように、その部分表示領域３１に対応する部分発光部４１の輝度を、輝度係
数Ｇ２に比例する輝度に設定するようになっている。
【００３９】
　ここで、補正データマップＭＡＰは、本開示における「データマップ」の一具体例に対
応し、補正データＤＴは、本開示における「係数データ」の一具体例に対応する。信号処
理部１０は、本開示における「処理部」の一具体例に対応する。領域ＲＡ～ＲＣは、本開
示における「係数データ領域」の一具体例に対応し、領域ＲＡは、本開示における「特定
の係数データ領域」の一具体例に対応する。
【００４０】
［動作および作用］
　続いて、本実施の形態の表示装置１の動作および作用について説明する。
【００４１】
（全体動作概要）
　まず、図１等を参照して、表示装置１の全体動作概要を説明する。信号処理部１０は、
映像信号Ｓdispに基づいて、映像信号Ｓdisp2を生成するとともに、バックライト４０の
各部分発光部４１の輝度を設定する。具体的には、ピークレベル検出部１１は、部分表示
領域３１ごとに、映像信号ＳdispのピークレベルＰＬおよびピーク位置ＰＰを検出する。
ピークレベル補正部１２は、ピークレベルＰＬおよびピーク位置ＰＰに基づいて、補正デ
ータマップＭＡＰを用いて、ピークレベルＰＬを補正してピークレベルＰＬ２を生成し、
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このピークレベルＰＬ２に基づいてゲイン係数Ｇ１および輝度係数Ｇ２を求める。信号補
正部１３は、ゲイン係数Ｇ１に基づいて、部分表示領域３１ごとに映像信号Ｓdispを補正
して映像信号Ｓdisp2を生成する。輝度設定部１４は、輝度係数Ｇ２に基づいて、バック
ライト４０の部分発光部４１のそれぞれの輝度を設定する。
【００４２】
　表示駆動部２０は、液晶表示部３０を駆動する。液晶表示部３０は、バックライト４０
から射出した光を変調することにより表示を行う。バックライト駆動部９は、バックライ
ト４０を駆動する。バックライト４０の各部分発光部４１は、バックライト駆動部９から
供給される駆動信号に基づいて発光し、液晶表示部３０に対してその光を射出する。
【００４３】
（信号処理部１０の動作）
　次に、信号処理部１０の動作について、詳細に説明する。
【００４４】
　図７は、信号処理部１０の動作例を表すものである。信号処理部１０は、部分表示領域
３１ごとに、供給された映像信号ＳdispのピークレベルＰＬを検出した後、補正データマ
ップＭＡＰを用いてこのピークレベルＰＬを補正してピークレベルＰＬ２を生成し、その
ピークレベルＰＬ２に基づいて、ゲイン係数Ｇ１および輝度係数Ｇ２を求める。そして、
信号処理部１０は、そのゲイン係数Ｇ１に基づいて映像信号Ｓdispを補正するとともに、
輝度係数Ｇ２に基づいてその部分表示領域３１に対応する部分発光部４１の輝度を設定す
る。以下に、その詳細を説明する。
【００４５】
　まず、信号処理部１０のピークレベル検出部１１は、部分表示領域３１ごとに、映像信
号ＳdispのピークレベルＰＬおよびピーク位置ＰＰを検出する（ステップＳ１）。
【００４６】
　図８は、図５に示した単位領域Ａ１～Ａ６における映像信号Ｓdispの規格化された信号
レベルＬＡ１～ＬＡ６の一例を模式的に表すものである。信号レベルＬＡ１～ＬＡ６の各
曲線において、横軸は、それぞれ、各単位領域Ａ１～Ａ６に属する全てのサブ画素ＳＰix
を示している。すなわち、信号レベルＬＡ１～ＬＡ６の各曲線は、各単位領域Ａ１～Ａ６
に属する全てのサブ画素ＳＰixに係る信号レベルを示している。
【００４７】
　図８に示した例において、例えば、単位領域Ａ１，Ａ２からなる部分表示領域３１では
、信号レベルＬＡ１，ＬＡ２における最大値は０．５（ピークレベルＰＬ）であり、最大
値がある単位領域３２は単位領域Ａ１（ピーク位置ＰＰ）である。
【００４８】
　また、例えば、単位領域Ａ３，Ａ４からなる部分表示領域３１では、信号レベルＬＡ３
，ＬＡ４における最大値は０．５（ピークレベルＰＬ）であり、この最大値がある単位領
域３２は単位領域Ａ４（ピーク位置ＰＰ）である。
【００４９】
　同様に、例えば、単位領域Ａ５，Ａ６からなる部分表示領域３１では、信号レベルＬＡ
３，ＬＡ４における最大値は０．５（ピークレベルＰＬ）であり、この最大値がある単位
領域３２は単位領域Ａ６（ピーク位置ＰＰ）である。
【００５０】
　ピークレベル検出部１１は、このようにして、全ての部分表示領域３１において、ピー
クレベルＰＬおよびピーク位置ＰＰを検出する。なお、この例では、説明の便宜上、この
ようにピークレベルＰＬは全て０．５にしたが、これに限定されるものではなく、０から
１の範囲内のどのような値も取り得るものである。
【００５１】
　次に、信号処理部１０のピークレベル補正部１２は、ピークレベル検出部１１が検出し
たピークレベルＰＬを補正する（ステップＳ２）。具体的には、ピークレベル補正部１２
は、まず、補正データマップＭＡＰを用いて、ピーク位置ＰＰが示す単位領域３２におけ
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る補正データＤＴを取得する。そして、ピークレベル補正部１２は、この補正データＤＴ
と、部分表示領域３１におけるピークレベルＰＬと、掛け合わせることにより、ピークレ
ベルＰＬを補正してピークレベルＰＬ２を生成する。
【００５２】
　例えば、単位領域Ａ１，Ａ２からなる部分表示領域３１では、ピーク位置ＰＰは単位領
域Ａ１であるので、ピークレベル補正部１２は、補正データマップＭＡＰ（図６）を用い
て、この単位領域Ａ１における補正データＤＴ（１．０）を取得する。すなわち、この部
分表示領域３１におけるピーク位置ＰＰ（単位領域Ａ１）は、領域ＲＡに属する。そして
、ピークレベル補正部１２は、この補正データＤＴをピークレベルＰＬ（０．５）と掛け
合わせることによりピークレベルＰＬ２（０．５＝１．０×０．５）を生成する。
【００５３】
　また、単位領域Ａ３，Ａ４からなる部分表示領域３１では、ピークレベル補正部１２は
、ピーク位置ＰＰ（単位領域Ａ４）における補正データＤＴ（０．９）を取得する。すな
わち、この部分表示領域３１におけるピーク位置ＰＰ（単位領域Ａ４）は、領域ＲＢに属
する。そして、ピークレベル補正部１２は、この補正データＤＴおよびピークレベルＰＬ
（０．５）に基づいてピークレベルＰＬ２（０．４５＝０．９×０．５）を生成する。
【００５４】
　同様に、単位領域Ａ５，Ａ６からなる部分表示領域３１では、ピークレベル補正部１２
は、ピーク位置ＰＰ（単位領域Ａ６）における補正データＤＴ（０．８）を取得する。す
なわち、この部分表示領域３１におけるピーク位置ＰＰ（単位領域Ａ６）は、領域ＲＣに
属する。そして、ピークレベル補正部１２は、この補正データＤＴおよびピークレベルＰ
Ｌ（０．５）に基づいてピークレベルＰＬ２（０．４＝０．８×０．５）を生成する。
【００５５】
　ピークレベル補正部１２は、このようにして、全ての部分表示領域３１において、ピー
クレベルＰＬを補正してピークレベルＰＬ２を生成する。
【００５６】
　次に、信号処理部１０は、映像信号Ｓdispの信号レベルを補正するとともに、バックラ
イト４０の各部分発光部４１の輝度を設定する（ステップＳ３）。
【００５７】
　図９は、図８に示した信号レベルの場合におけるステップＳ３の処理例を表すものであ
り、（Ａ）は、映像信号Ｓdispの信号レベルの補正を示し、（Ｂ）は、部分発光部４１の
輝度の設定を示す。
【００５８】
　信号処理部１０のピークレベル補正部１２は、部分表示領域３１ごとに、ピークレベル
ＰＬ２に基づいて、関数Ｆ１を用いてゲイン係数Ｇ１を求めるとともに、関数Ｆ２を用い
て輝度係数Ｇ２を求める。そして、信号処理部１０の信号補正部１３は、図９（Ａ）に示
したように、部分表示領域３１ごとに、映像信号Ｓdispの信号レベルにゲイン係数Ｇ１を
乗算することにより、映像信号Ｓdispの信号レベルの補正を行う。また、信号処理部１０
の輝度設定部１４は、図９（Ｂ）に示したように、部分表示領域３１に対応する部分発光
部４１ごとに、輝度係数Ｇ２に比例する輝度に設定する。
【００５９】
　例えば、単位領域Ａ１，Ａ２からなる部分表示領域３１では、信号補正部１３は、映像
信号Ｓdispの信号レベルに、ピークレベルＰＬ２（０．５）に対応するゲイン係数Ｇ１を
乗算するとともに（図９（Ａ））、輝度設定部１４は、対応する部分発光部４１の輝度を
、ピークレベルＰＬ２（０．５）に対応する輝度係数Ｇ２に比例する輝度に設定する（図
９（Ｂ））。
【００６０】
　また、例えば、単位領域Ａ３，Ａ４からなる部分表示領域３１では、信号補正部１３は
、映像信号Ｓdispの信号レベルに、ピークレベルＰＬ２（０．４５）に対応するゲイン係
数Ｇ１を乗算するとともに（図９（Ａ））、輝度設定部１４は、対応する部分発光部４１
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の輝度を、ピークレベルＰＬ２（０．４５）に対応する輝度係数Ｇ２に比例する輝度に設
定する（図９（Ｂ））。この単位領域Ａ３，Ａ４におけるピークレベルＰＬ２（０．４５
）は、単位領域Ａ１，Ａ２におけるピークレベルＰＬ２（０．５）よりも小さいため、単
位領域Ａ３，Ａ４におけるゲイン係数Ｇ１は、単位領域Ａ１，Ａ２におけるゲイン係数Ｇ
１よりも大きく、単位領域Ａ３，Ａ４における輝度係数Ｇ２は、単位領域Ａ１，Ａ２にお
ける輝度係数Ｇ２よりも小さい。
【００６１】
　同様に、例えば、単位領域Ａ５，Ａ６からなる部分表示領域３１では、信号補正部１３
は、映像信号Ｓdispの信号レベルに、ピークレベルＰＬ２（０．４）に対応するゲイン係
数Ｇ１を乗算するとともに（図９（Ａ））、輝度設定部１４は、対応する部分発光部４１
の輝度を、ピークレベルＰＬ２（０．４）に対応する輝度係数Ｇ２に比例する輝度に設定
する（図９（Ｂ））。この単位領域Ａ５，Ａ６におけるピークレベルＰＬ２（０．４）は
、単位領域Ａ３，Ａ４におけるピークレベルＰＬ２（０．４５）よりも小さいため、単位
領域Ａ５，Ａ６におけるゲイン係数Ｇ１は、単位領域Ａ３，Ａ４におけるゲイン係数Ｇ１
よりも大きく、単位領域Ａ５，Ａ６における輝度係数Ｇ２は、単位領域Ａ３，Ａ４におけ
る輝度係数Ｇ２よりも小さい。
【００６２】
　信号処理部１０は、このようにして、全ての部分表示領域３１において、映像信号Ｓdi
spの信号レベルを補正するとともに、全ての部分発光部４１の輝度を設定する。
【００６３】
　以上で、このフローは終了する。信号処理部１０は、映像信号Ｓdispを介して供給され
た各フレーム画像に対して、このような処理を行う。
【００６４】
　このように、表示装置１では、部分表示領域３１ごとに、映像信号Ｓdispの信号レベル
に応じて、対応する部分発光部４１の輝度を設定している。これにより、映像信号Ｓdisp
の信号レベル（ピークレベルＰＬ）が低いほど、部分発光部４１の輝度を下げることがで
きるため、バックライト４０の消費電力を低減することができる。
【００６５】
　次に、補正データマップＭＡＰの作用について説明する。補正データマップＭＡＰには
、図６に示したように、補正データＤＴが互いに異なる３つの領域ＲＡ～ＲＣが設定され
ている。
【００６６】
　領域ＲＡ内にピーク位置ＰＰが検出される部分表示領域３１では、補正データＤＴが１
．０であるため、画質を低下させることなく、対応する部分発光部４１における輝度を低
下させることができる。すなわち、例えば、単位領域Ａ１，Ａ２からなる部分表示領域３
１（図８，９の左）では、信号レベルをゲイン係数Ｇ１倍に補正するとともに、部分発光
部４１の輝度を輝度係数Ｇ２に比例するようにしている。このとき、補正後の信号レベル
はいわゆる白レベルを超えることがないため（図９（Ａ））、画質が低下することはない
。よって、画質を低下させることなく、消費電力を低減することができる。
【００６７】
　また、領域ＲＢ内にピーク位置ＰＰが検出される部分表示領域３１では、補正データＤ
Ｔが０．９であるため、画質はやや低下するものの、対応する部分発光部４１における輝
度をより低下させることができる。すなわち、この部分表示領域３１では、一部のサブ画
素ＳＰixに係る補正後の信号レベルは、白レベルを超え、飽和している（図９（Ａ）の部
分Ｗ１）。この場合、そのサブ画素ＳＰixの輝度は、所望の輝度よりも低いものとなり、
輝度が不足する。また、例えば、ある色のサブ画素ＳＰixの信号レベルのみが飽和した場
合には、いわゆる色ずれなどが生ずる。このように、補正後の信号レベルが飽和する場合
には、輝度不足や色ずれにより、画質が低下するおそれがある。しかしながら、領域ＲＢ
は、表示画面Ｓの中央付近に設定された領域ＲＡを取り囲むように設定されているため（
図６）、この領域ＲＡに比べて、観察者が注目する可能性が低いと考えられる。よって、
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領域ＲＢに係る部分表示領域３１では、仮に色ずれなどが生じても、観察者が画質の低下
を感じるおそれが低いと考えられる。一方、この領域ＲＢに係る部分発光部４１の輝度は
、領域ＲＡに係る部分発光部４１の輝度よりも低下させることができるため（図９（Ｂ）
）、消費電力をより低減できる。
【００６８】
　同様に、領域ＲＣ内にピーク位置ＰＰが検出される部分表示領域３１では、補正データ
ＤＴが０．８であるため、領域ＲＡに係る部分表示領域３１に比べて、画質はさらにやや
低下するものの、対応する部分発光部４１における輝度をより低下させることができ、消
費電力をより低減できる。
【００６９】
　このように、表示装置１では、補正データマップＭＡＰを設け、領域ＲＡ～ＲＣごとに
、消費電力の低減効果を調整できるようにしている。すなわち、表示画面Ｓの中央付近に
設定された、観察者が最も注目しやすい領域ＲＡでは、画質を低下させることなく、消費
電力を低減し、一方、領域ＲＡを取り囲むように設定された、観察者が注目する可能性が
より低い領域ＲＢ，ＲＣでは、画質をやや犠牲にしつつ、消費電力をさらに低減するよう
にしている。これにより、表示装置１では、観察者が画質の低下を感じるおそれを抑えつ
つ、消費電力を効果的に低減することができる。
【００７０】
［効果］
　以上のように本実施の形態では、補正データマップを設けたので、部分表示領域ごとに
消費電力の設定を調整することができ、自由度の高い電力制御を実現することができる。
【００７１】
　また、本実施の形態では、部分表示領域を複数の単位領域に区分し、単位領域ごとに異
なる補正データを設定できるようにしたので、部分表示領域／部分発光部の大きさなどに
制限されることなく、領域ＲＡ～ＲＣの形状をより自由に設定することができる。
【００７２】
　また、本実施の形態では、表示画面の中央付近から離れるに従って、消費電力の低減効
果が大きくなるようにしたので、観察者が画質の低下を感じるおそれを抑えつつ、消費電
力を効果的に低減することができる。
【００７３】
［変形例１－１］
　上記実施の形態では、領域ＲＡ～ＲＣにおいて、補正データＤＴを１／０．９／０．８
にそれぞれ設定したが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、１／０
．９５／０．９のようにより細かく設定してもよいし、１／０．９／０．８５のように細
かさが変化するように設定してもよい。
【００７４】
　また、領域ＲＡにおける補正データＤＴは１に限定されるものではなく、例えば、１．
１／１／０．９のように設定してもよい。この場合の信号処理部１０のステップＳ３にお
ける処理例を、図１０に示す。本変形例の場合（図１０）には、上記実施の形態の場合（
図９）と比較すると明らかなように、補正後の信号レベルがやや低下するとともに、部分
発光部４１の輝度がやや高くなる。具体的には、領域ＲＡに係る部分表示領域３１（図１
０（Ａ）の左）では、補正後の信号レベルの最大値と白レベルとの間にはマージンが生じ
ている（部分Ｗ２）。また、領域ＲＣに係る部分表示領域３１（図１０（Ａ）の右）では
、補正後の信号レベルの一部が、白レベルを超えるものの（部分Ｗ３）、その超える量は
、上記実施の形態の場合（図９）に比べて小さくなっている。すなわち、本変形例では、
上記実施の形態の場合に比べて、画質を改善することができる。
【００７５】
　また、上記実施の形態では、３つの領域ＲＡ～ＲＣを設けたが、これに限定されるもの
ではなく、２つの領域を設けてもよいし、４つ以上の領域を設けてもよい。
【００７６】
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［変形例１－２］
　上記実施の形態では、直下型方式のバックライト４０を用いたが、これに限定されるも
のではなく、これに代えて、例えば、エッジライト方式のバックライトを用いてもよい。
以下に、エッジライト方式のバックライト４０Ｂを備えた表示装置１Ｂについて説明する
。
【００７７】
　図１１は、エッジライト方式のバックライト４０Ｂの一構成例を表すものである。バッ
クライト４０Ｂは、表示画面Ｓの上辺および下辺に、それぞれ複数（この例では４つ）の
光源４９が配置されている。そして、これらの光源４９から射出した光は、導光板によっ
て対応する部分発光部４３全面に導かれ、液晶表示部３０に対して射出する。
【００７８】
　図１２は、表示装置１Ｂの表示画面Ｓを模式的に表すものである。表示画面Ｓは、バッ
クライト４０Ｂの部分発光部４３（図１１）に対応した複数の部分表示領域３３に区分さ
れている。そして、部分表示領域３３は、それぞれ、複数（この例では１６個）の単位領
域３２に区分されている。
【００７９】
　この場合でも、例えば、図６に示した補正データマップＭＡＰを用いることにより、上
記実施の形態に係る表示装置１と同様の効果を得ることができる。
【００８０】
［変形例１－３］
　上記実施の形態では、複数の部分発光部４１を有するバックライト４０を用いたが、こ
れに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、１つの発光部からなるバックライ
トを用いてもよい。この場合、表示画面Ｓは、図１３に示したように、複数の単位領域３
２に区分されている。この場合でも、例えば、図６に示した補正データマップＭＡＰを用
いることにより、上記実施の形態に係る表示装置１と同様の効果を得ることができる。
【００８１】
［変形例１－４］
　上記実施の形態では、補正データマップＭＡＰは固定されているものとしたが、これに
限定されるものではなく、これに代えて、例えば、動作モードによって補正データマップ
ＭＡＰを変更可能に構成してもよい。例えば、表示装置１がテレビジョン受像機に適用さ
れている場合において、いわゆるホームユースモードでは、領域ＲＡ～ＲＣにおける補正
データＤＴをそれぞれ１／０．９／０．８に設定し、一方、画質優先モードでは、全て１
に設定するように構成してもよい。また、補正データＤＴだけでなく、表示画面Ｓにおけ
る領域ＲＡ～ＲＣの配置や、これらの領域の数なども変更可能に構成してもよい。
【００８２】
　また、例えば、映像ソースのコンテンツによって補正データマップを変更可能に構成し
てもよい。以下に、本変形例に係る表示装置１Ｆについて説明する。
【００８３】
　図１４は、表示装置１Ｆの一構成例を表すものである。表示装置１Ｆは、信号処理部１
０Ｆを備えている。信号処理部１０Ｆは、コンテンツ検出部１５と、ピークレベル補正部
１２Ｆとを有している。コンテンツ検出部１５は、映像信号Ｓdispに含まれるコンテンツ
情報（スポーツ、ニュース、シネマ、アニメなどのジャンルを示す情報）に基づいて、そ
のコンテンツを検出するものである。ピークレベル補正部１２Ｆは、コンテンツ検出部１
５の検出結果に基づいて、補正データマップＭＡＰを変更できるように構成されたもので
ある。具体的には、ピークレベル補正部１２Ｆは、例えば、プリセットされた複数の補正
データマップＭＡＰの中から、コンテンツに応じた補正データマップＭＡＰを選択するよ
うになっている。スポーツ番組を表示する際の補正データマップＭＡＰは、例えば、図６
のようなものであってもよい。また、シネマ番組を表示する際の補正データマップＭＡＰ
は、例えば、領域ＲＡ～ＲＣにおける補正データＤＴを全て１に設定したものであっても
よい。なお、この例では、コンテンツ検出部１５は、映像信号Ｓdispに含まれるコンテン
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ツ情報に基づいて、そのコンテンツを検出したが、これに限定されるものではなく、これ
に代えて、例えばＥＰＧ（Electronic Program Guide）に基づいてコンテンツを検出して
もよい。
【００８４】
＜２．第２の実施の形態＞
　次に、第２の実施の形態に係る表示装置２について説明する。本実施の形態は、各部分
表示領域３１を複数の単位領域３２に区分せず、部分表示領域と単位領域とを一対一に対
応させたものである。なお、上記第１の実施の形態に係る表示装置１と実質的に同一の構
成部分には同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００８５】
　本実施の形態に係る表示装置２は、図１に示したように、信号処理部６０を備えている
。信号処理部６０は、ピークレベル検出部６１と、ピークレベル補正部６２とを有してい
る。
【００８６】
　図１５（Ａ）は、表示装置２の表示画面Ｓを模式的に表すものであり、図１５（Ｂ）は
、補正データマップＭＡＰの一例を表すものである。表示装置２の表示画面Ｓは、図１５
（Ａ）に示したように、マトリックス状に配列した部分表示領域３４に区分されている。
部分表示領域３４は、バックライト４０の部分発光部４１に対応するものである。この部
分表示領域３４は、上記第１の実施の形態に係る表示装置１の場合とは異なり、複数の単
位領域に区分されておらず、単位領域と一対一に対応している。この補正データＤＴは、
単位領域３２ごとに設定されている。また、表示装置２に係る補正データマップＭＡＰで
は、補正データＤＴは、図１５（Ｂ）に示したように、部分表示領域（単位領域）３４ご
とに設定されている。
【００８７】
　ピークレベル検出部６１は、部分表示領域３４ごとに、映像信号Ｓdispのピークレベル
ＰＬを検出し、その検出結果を、その部分表示領域３４の位置ＰＲとともに、ピークレベ
ル補正部６２に供給する。すなわち、ピークレベル検出部６１は、上記第１の実施の形態
に係るピークレベル検出部１１とは異なり、ピーク位置ＰＰの代わりに部分表示領域３４
の位置ＰＲをピークレベル補正部６２に供給する。
【００８８】
　ピークレベル補正部６２は、ピークレベル検出部６１から供給された部分表示領域３４
ごとのピークレベルＰＬおよび位置ＰＲに基づいて、補正データマップＭＡＰを用いて、
ピークレベルＰＬを補正する。具体的には、ピークレベル補正部６２は、まず、補正デー
タマップＭＡＰを用いて、その位置ＰＲが示す部分表示領域（単位領域）３４における補
正データＤＴを取得する。そして、ピークレベル補正部６２は、この補正データＤＴと、
その単位領域３２を含む部分表示領域３１におけるピークレベルＰＬと掛け合わせること
により、ピークレベルＰＬを補正して、ピークレベルＰＬ２を生成する。そして、ピーク
レベル補正部６２は、ピークレベルＰＬ２に基づいて、関数Ｆ１を用いてゲイン係数Ｇ１
を求めるとともに、関数Ｆ２を用いて輝度係数Ｇ２を求める。
【００８９】
　以上のように本実施の形態では、部分表示領域と単位領域を１：１で対応させるように
したので、信号処理部として、演算能力の低いハードウェアを用いた場合でも、自由度の
高い電力制御を実現することができる。その他の効果は、上記第１の実施の形態の場合と
同様である。
【００９０】
［変形例２－１］
　上記実施の形態に係る表示装置２に、上記第１の実施の形態の変形例１－１，１－２，
１－４を適用してもよい。
【００９１】
＜３．第３の実施の形態＞
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　次に、第３の実施の形態に係る表示装置３について説明する。本実施の形態は、上記第
１の実施の形態に係る表示装置１において、映像信号Ｓdispに基づいて、補正データマッ
プＭＡＰを動的に変更できるように構成したものである。なお、上記第１の実施の形態に
係る表示装置１と実質的に同一の構成部分には同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００９２】
　図１６は、本実施の形態に係る表示装置３の一構成例を表すものである。表示装置３は
、信号処理部５０を備えている。信号処理部５０は、顔検出部５１と、補正データマップ
生成部５３と、ピークレベル補正部５２とを有している。
【００９３】
　顔検出部５１は、映像信号Ｓdispに基づいて、表示画面Ｓに表示されるべき人の顔を検
出し、表示画面Ｓにおける顔の位置や大きさを求め、これらの情報（顔検出情報ＩＦ）を
補正データマップ生成部５３に供給するものである。補正データマップ生成部５３は、顔
検出情報ＩＦに基づいて、補正データマップＭＡＰを生成するものである。ピークレベル
補正部５２は、補正データマップ生成部５３から供給された補正データマップＭＡＰを用
いて、ピークレベル検出部１１において検出されたピークレベルＰＬを補正し、ピークレ
ベルＰＬ２を生成し、そのピークレベルＰＬ２に基づいて、ゲイン係数Ｇ１および輝度係
数Ｇ２を求めるものである。
【００９４】
　図１７は、本実施の形態に係る補正データマップＭＡＰの一例を表すものである。補正
データマップ生成部５３は、顔検出情報ＩＦに基づいて、補正データマップＭＡＰを生成
する。具体的には、補正データマップ生成部５３は、検出した顔に対応する領域を、領域
ＲＡに設定し、その領域ＲＡを取り囲むように領域ＲＢを設定し、さらにそれ以外の領域
を領域ＲＣに設定することにより、補正データマップＭＡＰを生成する。
【００９５】
　補正データＤＴは、上記第１の実施の形態の場合と同様に、領域ＲＡでは“１．０”に
設定され、領域ＲＢでは“０．９”に設定され、領域ＲＣでは“０．８”に設定される。
すなわち、領域ＲＡに係る部分表示領域３１では、画質を低下させることなく、消費電力
を低減することができ、領域ＲＢ，ＲＣに係る部分表示領域３２では、画質をやや犠牲に
しつつ、消費電力をさらに低減することができる。
【００９６】
　このように、表示装置３は、映像信号Ｓdispに基づいて、表示画面Ｓに表示されるべき
人の顔を検出し、その検出した顔に対応する領域を領域ＲＡに設定する。すなわち、観察
者は、例えばドラマなどを観察する場合には、一般に、表示された人の顔に注目する可能
性が高いと考えられる。また、人の顔を表示する場合は、物体を表示する場合に比べて、
例えば色ずれなどが生じたときに、観察者が不自然に感じるおそれが高い。よって、表示
装置３では、人の顔を検出し、その表示領域を領域ＲＡに設定することにより、画質を低
下させることなくその顔を表示することができる。
【００９７】
　また、表示装置３は、顔の表示領域を取り囲むように領域ＲＢ，ＲＣを設定する。すな
わち、観察者は、上述したように人の顔に注目する可能性が高く、顔以外の領域は、観察
者が注目する可能性が低いと考えられるため、顔以外の領域において、仮に色ずれなどが
生じても、観察者が画質の低下を感じるおそれが低いと考えられる。よって、表示装置３
では、顔の表示領域以外を領域ＲＢ，ＲＣに設定することにより、観察者が画質の低下を
感じるおそれを抑えつつ、消費電力を効果的に低減することができる。
【００９８】
　以上のように本実施の形態では、映像信号に基づいて動的に補正データマップを生成す
るようにしたので、表示内容に応じた自由度の高い電力制御を実現することができる。
【００９９】
　また、本実施の形態では、顔検出部を設け、顔が表示される領域では高い画質により表
示を行い、それ以外の領域では、消費電力を低減するようにしたので、観察者が画質の低
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下を感じるおそれを抑えつつ、消費電力を効果的に低減することができる。
【０１００】
　その他の効果は、上記第１の実施の形態の場合と同様である。
【０１０１】
［変形例３－１］
　上記実施の形態では、表示画面Ｓに表示されるべき人の顔を検出したが、これに限定さ
れるものではなく、これに代えて、もしくはこれに加えて、例えば、字幕やテロップなど
を検出してもよい。これにより、観察者が注目する可能性が高い字幕やテロップなどを、
画質を低下させることなく表示することができる。
【０１０２】
［変形例３－２］
　上記実施の形態では、観察者が注目する可能性が高いものを検出し、その表示領域を領
域ＲＡに設定したが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、観察者が
注目する可能性が低いものを検出し、その表示領域を領域ＲＣに設定してもよい。具体的
には、表示装置３を例えばテレビ会議システムに適用した場合において、自分の顔が表示
される領域を領域ＲＣに設定することができる。これにより、相手の顔が表示される領域
では高い画質により表示を行い、自分の顔が表示される領域では、画質を犠牲にして消費
電力を低減することができる。
【０１０３】
［変形例３－３］
　上記実施の形態に係る表示装置３に、上記第１の実施の形態の変形例１－１～１－４を
適用してもよい。
【０１０４】
［変形例３－４］
　上記実施の形態では、上記第１の実施の形態に係る表示装置１において、補正データマ
ップＭＡＰを動的に変更できるよう構成したが、これに限定されるものではなく、上記第
２の実施の形態に係る表示装置２において、補正データマップＭＡＰを動的に変更できる
ように構成してもよい。
【０１０５】
　以上、いくつかの実施の形態および変形例を挙げて本技術を説明したが、本技術はこれ
らの実施の形態等には限定されず、種々の変形が可能である。
【０１０６】
　例えば、上記第３の実施の形態では、検出した顔の位置に領域ＲＡを設定し、その顔の
表示領域を取り囲むように領域ＲＢ，ＲＣを設定したが、これに限定されるものではない
。例えば、図１８に示したように、上記第１および第２の実施の形態に係る補正データマ
ップＭＡＰ（例えば図６）において、顔が検出された領域をも領域ＲＡに設定してもよい
。これにより、表示画面Ｓに顔が表示されていない場合には、上記第１および第２の実施
の形態に係る表示装置１，２のように動作し、表示画面Ｓに顔が表示される場合には、そ
の顔が表示される領域について、画質を低下させることなく、消費電力を効果的に低減す
ることができる。
【０１０７】
　なお、本技術は以下のような構成とすることができる。
【０１０８】
（１）映像信号に基づいて画像を表示する液晶表示部と、
　バックライトと、
　表示画面またはその表示画面を区分してなる複数の部分表示領域のそれぞれにおける前
記映像信号のピークレベルと、表示画面上の参照位置と係数データとを関連づけて構成さ
れたデータマップから取得した前記係数データとに基づいて、前記映像信号を補正すると
ともに、前記バックライトの輝度を設定する処理部と
　を備えた表示装置。
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【０１０９】
（２）前記ピークレベルは、各部分表示領域に表示すべき画像におけるピークレベルであ
り、
　前記処理部は、前記データマップを用いて、各部分表示領域において前記ピークレベル
が生じる表示画面上の位置を前記参照位置として、その参照位置に関連づけられた係数デ
ータを取得する
　前記（１）に記載の表示装置。
【０１１０】
（３）前記ピークレベルは、各部分表示領域に表示すべき画像におけるピークレベルであ
り、
　前記処理部は、前記データマップを用いて、各部分表示領域の表示画面上の位置を前記
参照位置として、その参照位置に関連づけられた係数データを取得する
　前記（１）に記載の表示装置。
【０１１１】
（４）前記バックライトは、各部分表示領域に対応する部分発光部を複数有し、
　前記処理部は、前記ピークレベルおよび前記係数データに基づいて、各部分表示領域に
係る前記映像信号を補正するとともに、対応する部分発光部の輝度を設定する
　前記（２）または（３）に記載の表示装置。
【０１１２】
（５）前記ピークレベルは、表示画面に表示すべき画像におけるピークレベルであり、
　前記処理部は、前記データマップを用いて、前記ピークレベルが生じる表示画面上の位
置を前記参照位置として、その参照位置に関連づけられた係数データを取得する
　前記（１）に記載の表示装置。
【０１１３】
（６）前記データマップは、前記係数データが互いに異なる複数の係数データ領域に区分
されている
　前記（１）から（５）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１４】
（７）前記処理部は、前記参照位置が、前記複数の係数データ領域のうちの特定の係数デ
ータ領域に属する場合には、その参照位置がその他の係数データ領域に属する場合に比べ
て、前記バックライトの輝度を高く設定するとともに、前記液晶表示部の透過率を低くす
るように前記映像信号を補正する
　前記（６）に記載の表示装置。
【０１１５】
（８）前記特定の係数データ領域は、表示画面の中央付近に対応する領域に設定されてい
る
　前記（７）に記載の表示装置。
【０１１６】
（９）前記映像信号に基づいて、表示すべき画像において所定画像を識別する画像識別部
を備えた
　前記（７）に記載の表示装置。
【０１１７】
（１０）前記特定の係数データ領域は、前記所定画像が識別された領域である
　前記（９）に記載の表示装置。
【０１１８】
（１１）前記特定の係数データ領域は、表示画面の中央付近に対応する領域と、前記所定
画像が識別された領域とからなる
　前記（９）に記載の表示装置。
【０１１９】
（１２）前記所定画像は顔画像である
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　前記（９）から（１１）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２０】
（１３）前記所定画像は、表示画像において観察者の注目度の高い部分の画像である
　前記（９）から（１２）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２１】
（１４）前記特定の係数データ領域を含むデータマップを生成するデータマップ生成部を
備えている
　前記（７）から（１３）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２２】
（１５）前記表示装置は、複数の動作モードを有し、
　前記処理部は、動作モードに応じて、参照するデータマップを決定する
　前記（１）から（１４）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２３】
（１６）前記処理部は、表示するコンテンツに応じて、参照するデータマップを決定する
　前記（１）から（１５）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２４】
（１７）映像信号に基づいて画像を表示する液晶表示部と、
　バックライトと、
　表示画面またはその表示画面を区分してなる複数の部分表示領域のそれぞれにおける前
記映像信号のピークレベルと、そのピークレベルが生じる表示画面上の位置であるピーク
位置とに基づいて、前記映像信号を補正するとともに、前記バックライトの輝度を設定す
る処理部と
　を備えた表示装置。
【０１２５】
（１８）映像信号に基づいて画像を表示する液晶表示部と、
　複数の部分発光部を有するバックライトと、
　各部分発光部に対応する部分表示領域に表示すべき画像における前記映像信号のピーク
レベルと、その部分表示領域の位置とに基づいて、前記映像信号を補正するとともに、前
記部分発光部の輝度を設定する処理部と
　を備えた表示装置。
【０１２６】
（１９）表示画面またはその表示画面を区分してなる複数の部分表示領域のそれぞれにお
ける前記映像信号のピークレベルと、表示画面上の位置と係数データとを関連づけて構成
されたデータマップから取得した前記係数データとに基づいて、映像信号を補正するとと
もに、前記バックライトの輝度を設定し、補正された映像信号に基づいて画像を表示する
　表示方法。
【符号の説明】
【０１２７】
　１，１Ｆ，２，３…表示装置、９…バックライト駆動部、１０，１０Ｆ，５０…信号処
理部、１１，６１…ピークレベル検出部、１２，１２Ｆ，５２，６２…ピークレベル補正
部、１３…信号補正部、１４…輝度設定部、１５…コンテンツ検出部、２０…表示駆動部
、２１…タイミング制御部、２２…ゲートドライバ、２３…データドライバ、３０…液晶
表示部、３１，３３…部分表示領域、３２，Ａ１～Ａ６…単位領域、３４…部分表示領域
／単位領域、４０，４０Ｂ…バックライト、４１…部分発光部、４３…部分発光部／導光
板、４９…光源、５１…顔検出部、５３…補正データマップ生成部、ＤＴ…補正データ、
ＧＣＬ…ゲート線、ＩＦ…顔検出情報、ＬＣ…液晶素子、ＭＡＰ…補正データマップ、Ｐ
ix…画素、ＰＬ…ピークレベル、ＰＰ…ピーク位置、ＲＡ～ＲＣ…領域、Ｓ…表示画面、
Ｓdisp，Ｓdisp2，Ｓdisp3…映像信号、ＳＧＬ…データ線、ＳＰix…サブ画素、Ｔｒ…Ｔ
ＦＴ素子。
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